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起立、礼。これから６年生の発表を始めます。私たちは５月に奈
良大阪方面へ修学旅行に行ってきました。今日はパワーポイン
トを使って、その時の様子をみなさんに発表したいと思います。
★
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これは奈良県明日香村の地図です。現在の明日香村は、のど
かな風景が広がり、訪れる人がどこかなつかしさを感じる、のど
かな村です。 ★約１４００年前には、聖徳太子が活躍し、大化の
改新のドラマが繰り広げられた都であったとはちょっと信じられ
ない気がします。

明日香村には、数多くの史跡があり、現在も発掘調査が行な
われています。

私たちはレンタサイクルを借りてウォークラリーをしながらそれ
らを見学してまわりました。 （間） ★
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私たちが自転車を借りた明日香レンタサイクルから３００ｍほ
ど東に行ったところに亀石があります★

明日香村には謎の石造物がたくさんありますが、これもそのう
ちの一つです。重さは４０ｔ、長さ３．６ｍ、幅２．１ｍ 、高さ１．２ｍ。
うずくまった亀のような姿から、亀石とよばれています。

この石は昔、大和が湖であったころ、湖の対岸の当麻と、ここ
川原の間に水争いが起き、長いけんかの末、湖の水を当麻にと
られてしまったそうです。そのとき湖に住んでいたたくさんの亀は
死んでしまい、何年か後に亀をあわれに思った村人達は、亀の
形を石に刻んで供養したといわれています。
今は、亀は、南西を向いていますが、もし、西を向いて当麻を
にらみつけたとき、大和盆地は泥沼になるという伝説があります。
★
ユーモラスな表情は、明日香村では人気のようで、私たちが
行ったときも大勢の観光客でにぎわっていました。
近くのお店ではかわいい亀石のお菓子を売っていました。 ★
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次は飛鳥レンタサイクルの西、鬼の俎と鬼の雪隠について説明
します。★

畑の中をぬうように通る遊歩道の左手の高台には鬼の俎が、
右手には鬼の雪隠があります。２つの石は、大化の改新の翌年
にあたる646年に作られているようです。残念ながら誰のお墓で
あったかはわかっていませんが、元々１つの古墳の石室だった
ものが、何らかの原因で上下二つに分かれて、上の部分だけが
山から滑り落ちてしまったのだと言われています。

このあたりはもともと霧ヶ峯（きりがみね）という霧の名所で、昔
この近くに住む鬼が、霧を降らせて旅人を迷わせ迷った所を捕
らえこのまな板の上で料理し、お腹がいっぱいになったところで
雪隠で用をたしたという伝説が残っています。★



5

次は「猿石」です。欽明天皇陵（きんめいてんのうりょう）という
立派な前方後円墳の入り口付近を西に曲がったところ、吉備姫
王墓（きびひめおうぼ）の柵の中にあります。 ★

これもいつ、誰が、何のために造ったのかわからない謎の石造
物で、一見猿に似ていることから「猿石」と呼ばれています。 江
戸時代・元禄１５年に欽明天皇陵（きんめいてんのうりょう）の南
の田んぼから掘り出され、うち４体は現在の吉備姫王墓に、もう
１体は高取城（たかとりじょう）跡へ運ばれました。これらの猿石
は、それぞれ「女」「山王権現」「僧」「男」と呼ばれています。 ★
そのうちの「女」「山王権現」「男」の３つは、後ろに天邪鬼（あま
のじゃく）の様な顔があります。

インターネットで調べたら、これもお菓子になっていました。★
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次は「猿石」から少し南に下がったところにある「高松塚古墳」
です。★

この古墳は1972年、発掘調査によって美しい壁画がみいださ
れ、有名になった古墳です。直径約20mにすぎませんが、粘土と
砂を交互に一層ずつ、つきかためて築くなど、飛鳥の古墳に特
有の特殊な構造を備えた古墳です。造られた年代は7世紀末か
ら8世紀初めと考えられています。発掘後ダニなどの虫が大量に
発生し、今年は黒カビが大きな問題になっています。ぼくたちが
行ったときは全体にシートをかぶせてありました。 ★

古墳のとなりにある壁画館に入ると、石室内部や、発掘された
宝物の様子がよくわかります。石室の天井には星座、周囲の壁
には日・月、四神と従者を描いて、死者が永遠の眠りにつく小宇
宙を形成しており、中国思想に基づいて貴人の墓にふさわしく
飾っています。 ★
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次は「高松塚古墳」の東の方角にある「石舞台古墳」です。★

この古墳は広さ８坪の横穴式石室を持ち、使われている石の
総重量は約2,300ｔ。特に天井の石は77ｔにも及びます。石室の中
は結構広くて、私たちも入ってみましたが、上から光が差し込ん
で結構明るかったです。近くに蘇我馬子の屋敷跡が発見されて
いることや、言い伝えなどから蘇我馬子の墓とされていますが、
はっきりした証拠はまだないそうです。

「石舞台古墳」名前の由来については、昔狐が化けて石の上
で舞をみせたので「石舞台」という名がついたのだそうです。近く
には広い芝生の広場もあってお弁当を食べたグループもありま
した。★
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次は「石舞台古墳」の北の方角にある「酒船石」です。★

「酒船石」は上の面に円や楕円の浅いくぼみを造って、これを
細い溝で結んであります。江戸時代には、「むかしの長者の酒
ふね」とよばれていたそうです。酒をしぼる槽（ふね）とも、あるい
は油や薬を作るための道具ともいわれています。しかし、この石
の東40mのやや高いところで、ここへ水を引くための土管や石樋
がみつかっていることから、庭園の施設だという説もあります。

私の班は、酒船石へ行くのにかなり迷いました。この石は山の
上の竹藪の中にあって、登りも下りも、階段が急で大変でした。
周りに生えている竹に、落書きがしてあって「いけないのになあ」
と思いました。 ★
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次は「板葺の宮跡」です。長い間、板葺の宮跡はここらしいと言
い伝えられていたので頭に「伝」の字をつけて「伝板葺の宮跡」と
よばれていましたが、最近の発掘調査で、板葺の宮跡はここだ
とはっきりわかって、「伝」の字がとれたそうです。★

ここは政権交代のドラマの舞台、中大兄皇子と中臣鎌足が蘇
我入鹿を暗殺した「大化の改新」の行われた現場です。
今は史跡公園になっていて、田圃の真ん中に建物の跡があっ
て石が敷き詰められています。ぼくは板葺の宮跡で入鹿が殺さ
れたのならあまりいかなほうがいいのかなと思いましたが、そば
の大きな木の下でおいしそうにお弁当を食べているグループも
ありました。 ★
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次は板葺の宮の北にある「入鹿の首塚」です。★

この首塚は田んぼの真ん中にぽつんとさびしく立っています。
６４５年の大化の改新で、板蓋の宮で中臣鎌足にはねられた入
鹿の首はここまで空を飛んできて力尽きたと言われています。
直線距離にして約６００ｍ。はねられた首が空を飛ぶなんて信じ
られませんが、いずれにしても血まみれになって殺された入鹿
の魂を供養するために建てられた首塚です。この五輪塔は鎌倉
時代に建てられたようですが、上から空・風・火・水・地を表して
います。

ぼくは入鹿の血まみれの首が下に埋まっていると考えると、少
し気味が悪くなりましたが、前で写真を撮ったときは心霊写真が
撮れるかと少しウキウキしました。残念ながらぼくたちは心霊写
真は撮れませんでした。でも、この首塚の写真をよく見ると塚の
上の空に何やら丸いものが映っているように見えるのは気のせ
いでしょうか。★
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次は入鹿の首塚のすぐ東側にある「飛鳥寺」です。★

「飛鳥寺」は５８８年に蘇我馬子が創立した日本最初の本格的
寺院です。その後何度も焼けて、もともと飛鳥寺のあったあとに
は「安居院」（あんごいん）というお寺が建っています｡この寺に
はもと飛鳥寺にあった飛鳥大仏が安置されています｡
飛鳥大仏は６０６年に作られたといわれる大仏で、当時は中金
堂に安置されていました。当初のものは顔面の一部、左耳、右
手指３本だけがのこっていてあとは、全て作り直されています。
飛鳥大仏の大きさは、僕たちの身長の２～３倍ぐらいありました。
この大仏は迷っている人間を一人残らずこぼさすに救うために、
手に水かきのようなものがついています。また、目は銀杏の実
のような形をしています。

さて、明日香村のサイクリングでは道に迷ったりして本当に大
変だったけど、社会の教科書に出てくる蘇我氏や聖徳太子に関
係のあるお寺や遺跡を見学し、本物にふれることができて、とて
も心に残りました。ではこれで第１部、明日香村編を終了します。
★
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では次に第２部「奈良公園編」です。私たちが泊まったホテル
は猿沢の池の近く、★興福寺の五重塔のすぐそばでした。そこ
からさらに東大寺の南大門、★大仏殿、★二月堂、三月堂と見
学しました。では順に説明します。 ★
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先ず興福寺と猿沢の池についてです。ここは観光地として有名
な奈良市内の中でも最もポピュラーな場所です。ホテルの目の
前の猿沢の池にはたくさんのカメがいて、見ていてあきませんで
した。興福寺の五重塔には朝、早起きをしてみんなで散歩に行
きました。朝の空気がとても気持ちよかったです。
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次に東大寺の南大門についてです。南大門の左右を守る高さ
8,4ｍの仁王（におう）は金剛力士とも呼ばれています。1203年に
運慶・快慶らが作ったと言われています。材料の木は山口県か
ら運ばれたものだそうです。とても迫力がありました。★

また、門前の参道にはたくさんの鹿がいました。鹿せんべいを
ねだって頭を下げる様子はとてもかわいかったです。鹿せんべ
いは一袋１５０円でしたが、奈良公園の鹿を守る活動の資金に
なっているそうです。鹿の糞を踏まずに歩くのが大変でした。 ★

http://www.tabiken.com/history/doc/B/B356C100.HTM
http://www.tabiken.com/history/doc/D/D033C100.HTM
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次に東大寺の大仏殿です。世界最大の木造建築で、朱ぬりの
中門と回廊（かいろう）に囲まれて建っています。大屋根にあげ
られている金色のホコがキラキラ輝いていてきれいでした。

大仏殿の中の大仏はさすがにすごい迫力でした。正式には
「盧舎那仏」（るしゃなぶつ）といい、座ったままでも、背の高さは
１６ｍあります。その巨大さには圧倒されます。みなさんもお参り
したらぜひ堂内の柱の穴をくぐって下さい。その穴の大きさは大
仏さんの鼻の穴と同じ大きさだそうです。★



16

次に東大寺の二月堂について紹介します。ここは春のお水取
りの行事で大変有名です。お水取りは毎年３月１日から３月１４
日にかけて行われます。二月堂の本尊である十一面観音に、僧
たちが大松明を持って、世の中の罪を一身に背負い、一般の
人々に代わって苦行を実践し、祈る祈願法要です。

二月堂の上に上がってみると奈良市内が遠くまで見渡せてと
ても気持ちがよかったです。★
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三月堂は「法華堂 」とも呼ばれる建物です。建物の中には高さ
2～4ｍの観音像、力士像がたくさん並んでいます。この近くには、
大きな釣り鐘堂や校倉作り（あぜくらつくり）の建物、手向山八幡
宮（たむけやまはちまんぐう）がならんでいます。★

さて、私たちが行った奈良公園は、日本の大切な文化遺産が
たくさん集まっているところです。それらは世界遺産にも登録さ
れています。私たちはこれらを残してくれた先人に感謝しつつ、
次の世代に大切に伝えなければならない責任があると思いまし
た。★
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ここで突然ですが、一学期の社会の勉強を進めていくうちに、
私たちの住んでいる高月町にも、どうやら古墳や遺跡がたくさん
あるらしいとわかってきました。そこで第三部では、私たちなりに
情報を集め、出かけて調べたことをまとめてみました。★

さっそくですが、学校の近くの有名な古墳だけでもこれだけあり
ます。ここでは私たちが先日サイクリングでたずねた★父塚古墳、
姫塚古墳、松尾宮山古墳、横山神社古墳について紹介します。
★
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父塚古墳は東阿閉の東のはずれ、草の根広場のすぐ南側、田
圃の中にポツンとあります。墳丘（ふんきゅう）はだいぶ低くなっ
ていて上に神社が建ってます。径３０ｍの後期円墳と思われて
いましたが、９２年の発掘で周囲のみぞを確認したところ、北側
で途切れている部分もあって、前期の前方後円墳の可能性もあ
るそうです。

行ってみて「えっ、ここが古墳なの？小さい頃からよく遊んでた
のに知らんかったぁ」とか「ここでバーベキューしたことある！」と
いった驚きの声がみんなからたくさん聞かれました。★
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東柳野にある姫塚古墳は、高月小学校から西へ約１ｋｍ、平
地にあって周りが一面田圃なのですぐに分かります。平成１３，
１４年に周辺部の発掘が行われ、以前は５世紀の前方後円墳と
思われていましたが、３世紀末から４世紀初めの前方後方墳と
確認されたようです。県内最大の前方後方墳だそうです。

私たちはおもしろがって頂上をめざして墳丘（ふんきゅう）を
登ってみましたが、ヘビがでそうで何だか気味が悪かったです。
★
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松尾宮山古墳はヤンマー大森工場と松尾の村の中間辺りに
あります。墳丘（ふんきゅう）は山の南側斜面にあって、イノシシ
よけのバリケードをあけてのぼりますが、かなり急斜面で、結構
きついです。古墳は７世紀前半の方墳（ほうふん）で石舞台古墳
と同じ横穴式石室の中に石棺（せっかん）があります。石室は天
井石をほどんど失い、屋根をかけて保護されていますが、石室
の中には入れます。石棺のフタは平たくて、見たところこわされ
た様子はありませんので、もしかすると今でも昔の豪族のミイラ
や宝物が入っているかも知れません。県の史跡に指定されてい
ます。
ぼくたちが行った時は山になぜかチャバネゴキブリがたくさん
いて大変でした。石室の中にもクモがいて何となく不気味でした。

今回は行きませんでしたが、この古墳に行く前に通ったヤン
マー大森工場の裏山が大森古墳であると先生に教えてもらいま
した。大森古墳は全長６３ｍの巨大古墳で、しかも国内最古級
の前方後方墳とのことです。

また、このあたりから西を見ると山本山から西野山へ続く尾根
がよく見えますが、古保利古墳群は、その尾根づたいに延長４
kmくらい続きます。かなり古い前方後円墳や前方後方墳などが、
一列に約１４０も並ぶ、全国でも大変珍しい古墳群です。滋賀県
下最大級の古墳群です。★
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横山神社古墳は七郷小学校南側の横山神社境内にあります。
前方後円墳ですが、かなり変形しています。横穴式石室を持つ
そうですが全く見ることはできません。県の史跡に指定されてい
ます。
来てみると、ここは低学年の頃に学校から遠足でドングリひろ
いに来た森でした。

横山神社から北を見ると、少し離れたところに小高い湧出山
（ゆるぎやま）があり、山の頂上と南側にいくつかの古墳がある
そうです。学校への帰り道、ふり向いてその山をながめました。
こうして私たちの町内古墳めぐりのサイクリングは無事終わりま
した。自転車に乗りながら考えてみたのですが、あらためてみて
みると高月町は何と古墳の多い町でしょう。ふだん何気なく見て
いる山や、毎日のように遊んでいるところ、行ったことのあるとこ
ろが実は古墳だったなんて本当に驚きました。★
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これで、私たちの明日香村、奈良公園、高月町内古墳めぐりに
ついての発表を終わります。


